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マ
マ
）
あ
る
い
は
（
何
カ
）
と
傍
記
し
た
。
ま
た
脱 

字
が
あ
る
場
合
も
同
様
に
（
何
脱
）
、（
何
脱
カ
）、
明
ら
か
に
余
計
な
文
字
は 

（
衍
字
）
と
傍
記
し
た
。 

な
お
、
以
下
の
当
て
字
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
、
傍
記
も
略
し
た
。 

 

義
＝
儀
、
丁
＝
町
、
懸
＝
掛
、
家
＝
屋
（
家
根
、
長
家
、
家
上
）
、
至
＝
到

（
至
来
・
至
着
）、
欠=

駆
（
欠
付
）、
膳=

繕
（
営
膳
） 

４

片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。 

但
し
、
而て

・
者は

・
江え

・
茂も

・
与と

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
文
字
ポ
イ
ン
ト
を
下

げ
、
右
寄
せ
し
た
。 

   

 

５

合
字
は
平
仮
名
に
改
め
た
。 

 

（
例
）
ゟ 

→ 

よ
り 

６

解
読
不
能
の
文
字
は
、
字
数
分
の
□
、
字
数
不
明
の
と
き
は
［

］
と
し
た
。 

７

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
漢
字
は
「
々
」
、
平
仮
名
は
「
ゝ
」
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」 

 

を
用
い
、
大
返
し
は
「
〱
」
を
用
い
た
。 

８

〆
は
「
合
計
」
の
意
の
場
合
の
み
そ
の
ま
ま
と
し
、「
締
」
「
貫
」
「
注
連
」 

の
意
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
で
表
記
し
た
。 

９

原
則
と
し
て
台
頭
は
三
字
空
け
、
平
出
は
二
字
空
け
、
闕
字
は
一
字
空
け
と 

し
た
。 

印
章
は
実
際
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は
（
印
）
と
表
記
し
、
文
字
で
印
と 

記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま

印

と
表
記
し
た
。 

 

（

）
の
な
い
ル
ビ
な
ど
は
原
文
書
に
振
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

紙
荷
物
の
単
位
と
し
て
丸
・
団
が
頻
出
す
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
基
本 

的
に
原
字
の
ま
ま
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
両
字
が
混
在
し
て
い
る
箇
所
も
あ 

る
が
、
原
記
述
を
尊
重
し
て
編
集
を
施
さ
な
か
っ
た
。 

人
名
で
同
一
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
治
助
」
と
「
次
助
」、
「
勝
蔵
」
と
「
勝 

三
」「
勝
造
」
な
ど
の
混
用
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
統
一
せ
ず
、
原 

文
書
の
表
記
通
り
と
し
た
。 

但
し
、
他
史
料
な
ど
で
確
認
で
き
る
も
の
は
傍
注
を
付
し
た
。 

敬
称
は
原
則
原
文
書
の
ま
ま
と
し
た
。
但
し
、
元
藩
主
、
及
び
書
き
手
に
と 

っ
て
主
従
関
係
の
明
瞭
な
田
中
家
の
人
物
な
ど
に
欠
落
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、 

適
宜
補
足
の
傍
記
を
し
た
。 

 

凡凡

例例 
一
、
本
書
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
が
所
蔵
す
る
米
屋
田
中
家
文
書
の
「
日
記

明
治
九
～
十
五
年
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
同
館
所
蔵

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
し
た
。 

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
原
文
書
の
様
式
を
残
す
よ
う
に
努
め
た
が
、
読
み
や
す
さ
な 

ど
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
に
し
た
。 

１

本
文
は
一
つ
書
ご
と
に
追
い
込
み
と
し
、
文
中
に
適
宜
、
読
点
「
、
」
並
列
点 

「
・
」
を
付
し
た
。 

２

漢
字
の
旧
字
体
・
異
体
字
・
俗
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
し
た
が
、
常 

用
漢
字
に
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。 

但
し
、
一
部
の
漢
字
は
「
躰
」
「
抔
」
「
惣
」
に
限
り
原
文
書
の
ま
ま
用
い 

た
。 

３

当
て
字
・
誤
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
正
し
い
文
字
が
わ
か
る
場
合
は
（
何
） 

正
誤
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
あ
る
い
は
（
何
カ
）
と
傍
記
し
た
。
ま
た
脱 

字
が
あ
る
場
合
も
同
様
に
（
何
脱
）
、（
何
脱
カ
）、
明
ら
か
に
余
計
な
文
字
は 

（
衍
字
）
と
傍
記
し
た
。 

な
お
、
以
下
の
当
て
字
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
、
傍
記
も
略
し
た
。 

 

義
＝
儀
、
丁
＝
町
、
懸
＝
掛
、
家
＝
屋
（
家
根
、
長
家
、
家
上
）
、
至
＝
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（
至
来
・
至
着
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欠=

駆
（
欠
付
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膳=

繕
（
営
膳
） 

４

片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
変
体
仮
名
は
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仮
名
に
改
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た
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但
し
、
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・
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江え

・
茂も
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の
ま
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し
、
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下
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右
寄
せ
し
た
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仮
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、
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不
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］
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場
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の
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頭
は
三
字
空
け
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出
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は
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け
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し
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は
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に
押
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さ
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る
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の
は
（
印
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、
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字
で
印
と 

記
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は
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と
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翻
刻
に
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の
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と
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に
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在
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が
、
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「
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と
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と
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三
」「
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造
」
な
ど
の
混
用
が
見
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る
場
合
も
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が
、
統
一
せ
ず
、
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文
書
の
表
記
通
り
と
し
た
。 

但
し
、
他
史
料
な
ど
で
確
認
で
き
る
も
の
は
傍
注
を
付
し
た
。 

敬
称
は
原
則
原
文
書
の
ま
ま
と
し
た
。
但
し
、
元
藩
主
、
及
び
書
き
手
に
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っ
て
主
従
関
係
の
明
瞭
な
田
中
家
の
人
物
な
ど
に
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落
が
あ
っ
た
と
き
に
は
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適
宜
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足
の
傍
記
を
し
た
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、
本
書
は
、
東
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文
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も
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で
あ
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。
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刻
に
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同
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所
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使
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、
翻
刻
に
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し
て
は
原
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書
の
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式
を
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す
よ
う
に
努
め
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が
、
読
み
や
す
さ
な 

ど
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
に
し
た
。 
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本
文
は
一
つ
書
ご
と
に
追
い
込
み
と
し
、
文
中
に
適
宜
、
読
点
「
、
」
並
列
点 

「
・
」
を
付
し
た
。 

２

漢
字
の
旧
字
体
・
異
体
字
・
俗
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
と
し
た
が
、
常 

用
漢
字
に
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。 

但
し
、
一
部
の
漢
字
は
「
躰
」
「
抔
」
「
惣
」
に
限
り
原
文
書
の
ま
ま
用
い 

た
。 

３

当
て
字
・
誤
字
は
そ
の
ま
ま
表
記
し
、
正
し
い
文
字
が
わ
か
る
場
合
は
（
何
） 

正
誤
不
明
の
場
合
は
（
マ
マ
）
あ
る
い
は
（
何
カ
）
と
傍
記
し
た
。
ま
た
脱 

字
が
あ
る
場
合
も
同
様
に
（
何
脱
）
、（
何
脱
カ
）、
明
ら
か
に
余
計
な
文
字
は 

（
衍
字
）
と
傍
記
し
た
。 

な
お
、
以
下
の
当
て
字
は
原
文
書
の
ま
ま
と
し
、
傍
記
も
略
し
た
。 

 

義
＝
儀
、
丁
＝
町
、
懸
＝
掛
、
家
＝
屋
（
家
根
、
長
家
、
家
上
）
、
至
＝
到

（
至
来
・
至
着
）、
欠=

駆
（
欠
付
）、
膳=

繕
（
営
膳
） 

４

片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。 

但
し
、
而て

・
者は

・
江え

・
茂も

・
与と

は
そ
の
ま
ま
と
し
、
文
字
ポ
イ
ン
ト
を
下

げ
、
右
寄
せ
し
た
。 

   

 

５

合
字
は
平
仮
名
に
改
め
た
。 

 

（
例
）
ゟ 

→ 

よ
り 

６

解
読
不
能
の
文
字
は
、
字
数
分
の
□
、
字
数
不
明
の
と
き
は
［

］
と
し
た
。 

７

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
漢
字
は
「
々
」
、
平
仮
名
は
「
ゝ
」
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」 

 

を
用
い
、
大
返
し
は
「
〱
」
を
用
い
た
。 

８

〆
は
「
合
計
」
の
意
の
場
合
の
み
そ
の
ま
ま
と
し
、「
締
」
「
貫
」
「
注
連
」 

の
意
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
で
表
記
し
た
。 

９

原
則
と
し
て
台
頭
は
三
字
空
け
、
平
出
は
二
字
空
け
、
闕
字
は
一
字
空
け
と 

し
た
。 

印
章
は
実
際
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は
（
印
）
と
表
記
し
、
文
字
で
印
と 

記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
ま
ま

印

と
表
記
し
た
。 

 

（

）
の
な
い
ル
ビ
な
ど
は
原
文
書
に
振
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

紙
荷
物
の
単
位
と
し
て
丸
・
団
が
頻
出
す
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
基
本 

的
に
原
字
の
ま
ま
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
両
字
が
混
在
し
て
い
る
箇
所
も
あ 

る
が
、
原
記
述
を
尊
重
し
て
編
集
を
施
さ
な
か
っ
た
。 

人
名
で
同
一
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
治
助
」
と
「
次
助
」、
「
勝
蔵
」
と
「
勝 

三
」「
勝
造
」
な
ど
の
混
用
が
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
統
一
せ
ず
、
原 

文
書
の
表
記
通
り
と
し
た
。 

但
し
、
他
史
料
な
ど
で
確
認
で
き
る
も
の
は
傍
注
を
付
し
た
。 

敬
称
は
原
則
原
文
書
の
ま
ま
と
し
た
。
但
し
、
元
藩
主
、
及
び
書
き
手
に
と 

っ
て
主
従
関
係
の
明
瞭
な
田
中
家
の
人
物
な
ど
に
欠
落
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、 

適
宜
補
足
の
傍
記
を
し
た
。 

 



 

挟
込
文
書
は
罫
線
で
囲
ん
で
範
囲
を
示
し
、「
挟
込
文
書
」
と
注
記
を
付
し

た
。

抹
消
は
当
該
文
字
に
二
重
線
を
施
し
、
訂
正
記
事
が
あ
る
場
合
に
は
右
傍
に

示
し
た
。

一
、
翻
刻
文
中
に
は
、
現
在
の
人
権
意
識
か
ら
み
て
不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
も
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
文
献
で
あ
る
た
め
原
文
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
翻
刻

し
た
。
正
し
い
理
解
と
認
識
の
も
と
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
稿
の
編
集
は
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
都
市
歴
史
研
究
室
の
田
中
実
穂
が
担 

当
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
諸
氏
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し 

た
い
。 

江
戸
東
京
博
物
館
友
の
会 

大
野
晴
美

 

岡
橋
園
子

 

川
端
範
子

小
山
治
夫

 
齊
藤
紀
子

 

佐
藤
壽
昭 

島

惠
子

 

高
田
啓
右

 

高
橋

知

津
嶋
靖
弘

 
中
屋
信
次

 

本
庄
文
江 

三
神
千
種

 

宮
本
慶
子

 

牟
田
俊
子 

（
令
和
五
年
一
月
） 

 

    
1 

 

（
表
紙
） 

          

明
治
九
丙
子
年
分 

 

一
月
一
日

辰

天
気 

一
、
例
月
之
通
山
本
数
馬
殿
入
来
、
家
内
為
安
全
御
祈
禱
在
之
候
事 

一
、
年
頭
御
祝
義
と
し
て
店
一
統
揃
奥
江
御
祝
義
申
上
、
禮
酒

（
醴
）

・
雑
煮
頂
戴
致
候
事 

一
、
例
年
之
通
浅
草
聞
城
寺

（
成
）

為
御
仏
参
、
鉄
之
助
様
・
秀
次
郎
様
御
出
被
遊
、
御
供
と

し
て
伝
七
・
勝
蔵
・
清
吉
相
勤
メ
申
候
事 

一
、
為
年
頭
、
山
本
智
定
殿
・
伝
七
父
孝
次
郎
・
大
工
吉
兵
衛
入
来
之
事 

 

一
月
二
日

巳

天
気 

一
、
秀
次
郎
様
為
年
頭
、
町
内
幷
新
右
衛
門
町
・
本
材
木
町
・
式
部
小
路
・
佐
内
町
・

平
松
町
表
裏
店
と
も
御
廻
り
被
遊
候
、
御
供
と
し
て
勝
蔵
・
清
吉
・
鳶
鉄
五
郎
相

勤
メ
申
候
事 

但
し
午
後
二
時
過
よ
り
、
島
原
辺
幷
伊
達
公
邸
内
・
築
地
辺
・
佃
し
ま
御
廻

り
候
事 

一
、
人
形
町
大
畑
清
右
衛
門
方
よ
り

十
雲
竜
・
井
月
ノ
友
合
弐
拾
丸
送
り
来
候
事 

一
、
為
年
頭
、
奥
三
郎
兵
衛
殿
・
太
田
惣
吉
殿
・
米
屋
佐
次
兵
衛
殿
・
伊
達
公
御
内
水

谷
勝
貞
様
御
入
来
之
事 

 

一
月
三
日

午

天
気 

一
、
秀
次
郎
様
為
年
頭
、
久
吉
・
下
野
屋
・
水
野
従
五
位
様
・
松
平
又
七
郎
様
・

大
・

八
丁
堀
辺
得
意
方
江
御
廻
り
被
成
候
事 

一
、
為
歳
頭
、
鈴
木
善
助
様
・
長
谷
川
与
八
殿
・
留
岡
文
吉
殿
・
阿
波
屋
政
助
殿
・
大

丸
屋
庄
右
衛
門
殿
・
越
松
屋
金
八
入
来
之
事 

一
、
藤
野
実
様
為
年
頭
御
入
来
、
御
酒
宴
在
之
候
事 

 

一
月
四
日

未

天
気 

一
、
鉄
之
助
様
為
年
頭
、
神
田
辺
・
下
谷
牧
野
従
五
位
様
・
大
河
内
従
四
位
様
・
蔵
前

辺
・
桑
名
様
江
御
廻
り
被
遊
候
事 

一
、
為
歳
頭
、
酒
井
惺
斎
様
・
妙
見
堂
・
和
泉
屋
三
郎
兵
衛
殿
・
紙
屋
弥
兵
衛
殿
・
市

川
尚
祐
殿
・
鈴
木
御
子
息
吉
太
郎
様
御
入
来
之
事 

一
、
紙
幣
寮
江
障
子
為
見
せ
紙
持
参
、
伝
七
相
勤
候
事 

一
、
障
子
買
出
し
ニ
市
造
夫
々
江
罷
出
候
事 

 

一
月
五
日

申

天
気 

一
、
為
年
頭
、
芝
辺
・
麻
布
辺
江
孝
吉
御
名

（
為
脱
）

代
罷
出
候
事 

一
、
小
網
町
伊
セ
久
よ
り
障
子
七
団
勝
三
送
り
来
候
事 

 
   

日

誌 
  

明
治
九
丙
子
年
一
月
吉
日 

 


